
１．単元の学習計画（総時数１５時間） 
 主な学習活動 主な支援 評価規準 

 
 
 
・本の紹介をする（聞く） 
・範読を聞く。  
・初読の感想を書く。 

・単元のゴールとして全員が

１組の友人に本の紹介を

することを伝える。 
・これまでの経験などをもと

に、「森」についてのｲﾒｰｼﾞ

を膨らませることで、教材

文への興味･関心を高める。 

・自分の経験や今まで読ん

だ本などを思い出して、

「森」についての豊かな

イメージを持つ。    

（関･意･態） 

 
 
 
・初読の感想を発表し合う。  
・読み深めたい場面を出し合う。 

・筆者の表現の工夫に着目で

きるようにする。 
・筆者の書いた、植物や生

き物が住む森に興味をも

ち、感想を発表している。 
（読む エ） 

 
 
 
 
・教材文全体を読み、写真や筆者の

行動を中心にした５つのまとま

りを考える。  

・５つのまとまりを見出せな

い児童には、場面の移り変

わりを筆者の行動を中心

に横断的にとらえさせる

ことで、全体の流れをつか

ませる。 
 

・場面の移り変わりを、筆

者の行動を中心に横断的

にとらえることで、全体

の流れをつかむ。 
   （読む エ） 

 
 

１「アラスカの世界の紹介」と２「入

り江の奥でのザトウクジラとの

出会い」を読み、視覚・聴覚・嗅

覚・触覚や、比喩の表現、擬声語

などについて理解する。 
３「森の中へ―植物の生きる力とク

マに対する筆者の心の動き」を読

み、森の様子についての効果的な

表現を探して味わう。 

・表現の工夫点に気づけない

児童には、比喩の表現、擬

声語などを分類してまと

められるようにする。 
・今までのまとまりの中での

生と死の関係を振り返り、

関連に気付かせる。 

・五感を使った表現や、比

喩、擬声語の表現方法を

知り、それに気付く。 
（言語（１）イ（ケ）） 

・筆者の視点に立った森の

様子を、表現方法の工夫

に着目して読み取ってい

る。 
（読む カ） 

第
一
次
（
６
時
間
） 

４「森の川―サケとクマの世界」を

読み、森の自然や生き物の様子に

ついて効果的な表現を探して味

わう。 
５「巨木の物語」を読み、生と死の

表現を今までのまとまりとつな

げて読みとる。 

 ・筆者の視点に立ったクマ

の様子や、それに驚く筆

者の表現方法の工夫に着

目して読み取っている。  

（読む カ） 
・倒木と新しい木々の関係

について文全体と関連さ

せて読み、森の命のつな

がりについて考えてい

る。    （読む エ） 

「森へ」を読んで“森”のイメー

ジを膨らませよう。 

感想や読み深めたいところにつ

いて話し合おう。 

いろいろな感覚を働かせて「森

へ」を読み、表現の工夫や筆者

の思いを読み取ろう。（３時間） 
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・「森へ」のテーマについてグルー

プで交流し、理解を深める。 
テーマについて自分の考え

を持てない児童には、ワーク

シートをもとに筆者の心の

動きについて想起させる。     

・「森へ」に込められた筆者

の思いやこの作品のテー

マについて自分の考えを

持ち、グループで話し合

い互いの考えを深める。 
（読む エ） 

 
 
・２つの紹介文を比較し、読み手が

ひきつけられるような表現の工

夫について考える。 
・紹介したい本のキャッチコピーに

ついて考える。＜本時＞ 

・本時までに紹介したい本を

決めておく。 
・どちらが良いかと言う視点

ではなく、双方の長所や短

所について比較できるよ

うに助言する。 

・２つの紹介文を比較し、

それぞれの長所や短所に

ついて考えている。 
（読む カ） 

 

 
 
 
・紹介の仕方を決める。 
・表現方法を工夫しながら紹介文を

書く。 
・発表の練習をする。 

・表現方法の工夫が苦手な児

童には、ワークシートを使

って、比喩，擬人法などの

工夫のポイントについて

想起させる。 

・表現方法を工夫しながら

本の紹介文を書いてい

る。    （書く オ） 

 
 
 
・中間発表をして、お互いにアドバ

イスし合おう。 
・図書館司書の先生にも聞いてみよ

う。 

・図書館司書の先生にも聞い

ていただきアドバイスを

もらい、今後の活動に活か

せるようにする。 

・紹介の仕方、表現方法な

どを工夫しながら発表す

る。    （書く カ） 
・発表を通して、表現方法

の工夫に着目してアドバ

イスしあう。（書く カ） 

 
 
 
・中間発表を通して気付いたことや

アドバイスされたことを、自分の

文章表現や発表の仕方などに活

かして紹介文を完成させる。 

・自分の気付きや他からのア

ドバイスを生かせない児

童には、友人がどのように

見直しているのかを参考

にさせる。 

・表現方法を工夫したり、

中間発表で得たアドバイ

スを活かしたりしながら

本の紹介文を書いてい

る。    （書く オ） 

第
二
次
（
９
時
間
） 

 
 
・読書発表会を通して、自分が薦め

たい本の魅力を、紹介の仕方や表

現方法を工夫して伝える。 

・表現方法を工夫したところ

や、特に強調したい部分を

意識して発表するよう助

言する。 

・紹介の仕方、表現方法な

どを工夫しながら発表す

る。    （書く カ） 
・紹介文を読んで読書への

意欲を持とうとする。 
（関・意・態） 

本の紹介文を書くためのコツを

つかもう。 

読書発表会に向けて紹介文をつ

くろう。（２時間） 

中間発表をして、紹介の仕方や表

現方法を見直そう。（２時間） 

アドバイスを活かして、紹介文を

完成させよう。（２時間） 

読書発表会を開こう。（２時間） 



 


